
































はじめに 

乳幼児健診が、単に身体的異常の発見や、栄養指導という、その場かぎりの健診をすれば

よいという時代はすぎ、疾病構造の変化と共に、児童・生徒の不健康状態が乳幼児期にす

でに根ざしていることが多いことから、乳幼児健診をはじめとする一連の母子管理体系の

確立、システム化がさけばれている。昨年度は初年度でもあり基本的な研究方向の報告と

して、三才児健診に庶点をあて、問診票から得たデータを集計・解析した結果の一部と、

アトピー性皮フ炎の実態と予後、う歯の予防、低出生体重児の保健指導に関する研究とし

てその管理システムについて報告した。今年度は事後措置の管理システムの確立に一歩近

づけることを主眼に、三才児健診後の予後調査(特に精神面における)、アトピー性皮フ炎

の追跡指導法、う歯予防に関する追跡指導などにつき報告する。 


